
 

 

平成２９年度 顕彰式典 

 
 

平成２９年１１月３日（金） 

午前１０時００分～午前１１時１５分 

 学術情報総合センター１０階大会議室 

 

式次第 

 

開 式 

開会あいさつ 

学修奨励賞授与        （学部２年次生  ３６名） 

優秀賞についての審査講評 

優秀教育賞授与        （教員 ２名） 

優秀テキスト賞授与      （５件） 

教育後援会長あいさつ 

閉 式 

記念撮影  

１．優秀教育賞・優秀テキスト賞受賞者、学長、役員、学部長等 

２．学修奨励賞受賞者、学長、役員、学部長等 

 

散 会      

 

 



No. 学生所属学部・学科 氏名 No. 学生所属学部・学科 氏名

1 商学部商学科 石原　理帆 20 理学部数学科 坪内　雄雅

2 商学部商学科 大家　敦 21 理学部物理学科 福本　弦

3 商学部商学科 菊川　晶子 22 理学部化学科 泉川　紅葉

4 商学部商学科 佐々木　貴央 23 理学部生物学科 城垣　徹

5 商学部商学科 谷上　恵海 24 理学部地球学科 日向　陽太郎

6 商学部商学科 塙平　真由 25 工学部機械工学科 大原　雅史

7 経済学部経済学科 阿部　海仁 26 工学部電子・物理工学科 長谷　翼

8 経済学部経済学科 植村　裕実 27 工学部電気情報工学科 本多　弘樹

9 経済学部経済学科 奥田　雄貴 28 工学部化学バイオ工学科 出石　大志

10 経済学部経済学科 野澤　遼太 29 工学部建築学科 竹本　悟士

11 経済学部経済学科 廣森　亜実 30 工学部都市学科 松井　香奈

12 経済学部経済学科 吉田　優佳 31 医学部医学科 西川　晴花

13 法学部法学科 紙本　侑奈 32 医学部医学科 藤井　厚一郎

14 法学部法学科 三箇　花音 33 医学部看護学科 泉　　眞知子

15 法学部法学科 松田　恵史郎 34 生活科学部食品栄養科学科 篠山　千尋

16 法学部法学科 水谷　実佳 35 生活科学部居住環境学科 廣内　美香

17 文学部哲学歴史学科 黒地　美紗都 36 生活科学部人間福祉学科 近藤　桃子

18 文学部人間行動学科 辻　　皓太

19 文学部言語文化学科 西尾　真知

平成２９年度大阪市立大学学修奨励賞受賞者一覧



テキスト題目 絵とき　植物生理学入門　改訂3版
著者名（または
共著者名）

山本良一、曽我康一、宮本健助、井上雅裕

発行年月日 2016(平成28)年10月25日、オーム社

授業科目名
植物の機能と人間社会(総合教育科目B)、
生物学概論(教職科目・専門科目)

テキスト題目 人口論入門：歴史から未来へ

優秀テキスト賞
著者名（または
共著者名）

杉田菜穂

発行年月日 2017(平成29)年9月13日、法律文化社

授業科目名 社会政策論

テキスト題目 波動と場の物理学入門

著者名（または
共著者名）

糸山　浩司

発行年月日 2017(平成29)年8月30日、京都大学学術出版会

授業科目名 共通教育基礎物理学IA

テキスト題目 はじめての行政学

著者名（または
共著者名）

伊藤正次・出雲明子・手塚洋輔

発行年月日 2016（平成28）年10月10日、有斐閣ストゥディア

授業科目名 行政学（法学部）

テキスト題目 民事訴訟法(日本評論社ベーシックシリーズ)

著者名（または
共著者名）

渡部美由紀＝鶴田滋＝岡庭幹司

発行年月日 2016（平成28）年11月25日、日本評論社

授業科目名 法学部・民事訴訟法講義、法学研究科法曹養成専攻・民事訴訟法1講義

1

曽我　康一(そが　こういち)　理学部・理学研究科・准教授　

5

鶴田　滋（つるた　しげる）法学研究科・教授

3

糸山　浩司(いとやま　ひろし)　理学研究科・教授

4

手塚　洋輔（てづか　ようすけ）法学研究科・教授

2

杉田　菜穂（すぎた　なほ)　経済学研究科・准教授

平成29年度教育後援会顕彰(秋季)受賞者一覧

優秀教育賞

1

福島　祥行(ふくしま　よしゆき)文学研究科・教授　

福島祥行氏は言語の基本的機能であるコミュニケーションの研究およびそれを応用
した協働学習やコミュニティ創発の研究をされている。それらの研究によって得ら
れた知見は、「フランス語」や「大阪市大でどう学ぶか」などの全学共通科目のみ
ならず、「フランス語学概論」や「インターカルチュラルスタディーズ」などの専
門科目のすべての科目をグループワーク形式で行うことにより実践に活かされてき
た。また授業以外でも、文学部・文学研究科教育推進支援機構では学生たちが企画
を立てる際に「大学あるいは文学部での学び」について省察させる機会となるよう
に促したり、学生指導の場であった「教育研究雑談会」を他コース生も巻き込んだ
対話の場を作ることによって学生たちの自立的な学びの場を造るように支援されて
いる。さらに、同氏は地域防災劇団の活動を通じて大学周辺地域の子供たちと大人
達たちが補い合う「自律的防災市民」を育てることにも力を注がれている。以上の
ように教育に関する業績は高い評価を受けている。

2

高橋　 太 (たかはし　ふとし)理学研究科・教授　

高橋太氏は様々な大学および高等専門学校での教育を経験されており、その豊富な
教育経験に裏打ちされた教育に関する見識は非常に高く、本学に着任されてからも
数学科の教育に関して中心的な役割を果たされている。また、2010年度から現在ま
で、理学研究科ＦＤ委員長として計１６回のＦＤ研修会を実施されたり、さらに全
学ＦＤ事業においてもパネラーや講演者として貢献されている。実際の授業に関し
ても、大変明快で論理的な説明と要点を漏らさず、かつ整理の行き届いた板書をさ
れることから受講した学生から高く評価されている。同氏は2011年に専門分野であ
る函数方程式論において最高の賞である福原賞を受賞されており、大学院教育にお
いても、その研究にうら打ちされた堅実な研究指導によって、多くの院生が日本学
術振興会特別研究員として採用されるなど顕著な実績をあげられている。以上のよ
うに教育に関する業績は高い評価を受けている。
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